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日本混合バレーボール協会設立の背景

バレーボール（6人制）は
団体競技の中で

唯一偶数人数であり、
「男女混合」スポーツに最適！！

男子チーム・女子チームが、それぞれ男子大会・女子大会で活躍。
男女が同じコートの中で戦うことはなかった。

社会人スポーツ人口の減少・・・
バレーボールの人気の低迷・・・

男子・女子が一緒に練習することに意義を見出せないか・・
男子・女子が同じコートで同じ大会に出れないものか・・

バレーボールの人気を取り戻したい！
バレーボールの楽しさを多くの人に知ってもらいたい！
沢山の仲間とスポーツを活性化させたい

バスケットボール：5人
ベースボール　　：9人
フットボール　　　：11人



  

混合バレーボールの効果

男女別では活動出来ない
チームでも大会への参加
が可能

バレーボール
人口の増加

男女共に声を掛け合い
「楽しさ」や「勝利の喜び」
を共有

バレーボール
人気の向上

生涯スポーツとして
男女混合バレーボールの普及

チーム間の
交流の促進

男女共同参画社会の
形成の推進

スポーツ人口
の拡大

街づくり 青少年の
健全育成



  

日本混合バレーボール協会の目的

混合バレーボールの
普及促進

技術の調査研究
及び指導

　
指導者の養成

競技力向上

目指せ
　オリンピック！

　競技規則の制定

各地域協会の設立



  

混合バレーボールのルール

 男女の割合 交互に3:3
 ネットの高さ ２２４cm
 試合形式 25点制1セットマッチ
 ユニフォーム 2種類までOK
 ボール MVBボール採用
 ルール JMVAルール採用
 メンバーチェンジ 同姓とのみ
 リベロ コート内男女各1名ずつOK
 男性プレー制限 なし



  

JMVA大会の種類１

 日本混合バレーボール選手権大会（全国大会）
・・・日本全国各地で予選を行い優勝チームには関東

で行われる全国大会本戦の出場権を付与し、日本
全国1位を競う

 関東大会
・・・関東地域のみの大会。予選で勝ち残った上位

チームに関東大会本戦の出場権を付与し、関東1
位を競う

 地方大会
・・・地方で行う大会。1日で終了するオープン大会や
　　全国大会本戦に繋がる予選大会を開催



  

 付属大会
　・B大会/C大会
　　・・・初心者、初級者のいるチーム。勝負よりも楽し
むことを目的とした大会

　・ビギナーズカップ
　　・・・より初心者を対象とした大会
　・オーバー○○大会
　　・・・年齢別大会。30歳、35歳、40歳がある
　・Student cup
　　・・・高校生～大学生、22歳以下を対象とした大会
　・ナイトリーグ
　　・・・夕方から夜の時間帯で行うミニ大会

JMVA大会の種類２



  

ＪＭＶＡの歴史と実績

2003年
　6月28日　
　　マグナムカップ第1回混合バレーボール大会を開催（12チーム）
　　女子大会の付属大会として開催

　11月末～12月上旬
　　マグナムカップ第2回混合バレーボール大会を開催（57チーム）
　　女子大会の付属大会として開催

2004年
　5月～6月
　　マグナムカップ第3回混合バレーボール大会を開催（95チーム）
　　女子大会の付属大会から単独の混合大会としてスタート 
  12月～1月
　　マグナムカップ第4回混合バレーボール大会を開催（100チーム）
　　多くのチームと交流を楽しめるようにと1セット制度を導入



  

ＪＭＶＡの歴史と実績

2005年
　5月～6月
　　マグナムカップ第5回混合バレーボール大会を開催（152チーム）

　「NPO法人日本混合バレーボール協会」の設立
　　男女が同じ土俵の下、平等に競技できる究極のスポーツとして世に産声をあげ

る。日本バレーボール協会との提携、日本体育協会加盟と国体正式種目入りを
目標。初代会長には 大江芳弘氏（NPO法人マグナムカップ代表）が就任

2006年
　12月～2月
　　第1回日本混合バレーボール選手権大会を開催（177チーム）
　　関東地域で大会を開催

　5月～6月
　　第2回日本混合バレーボール選手権大会を開催（220チーム）
　　関東、東北2地域で大会を開催



  

ＪＭＶＡの歴史と実績

2007年
　12月～2月　
　　第3回日本混合バレーボール選手権大会を開催（405チーム）
　　関東、東北、東海3地域で大会を開催

　6月
　　第4回日本混合バレーボール選手権大会を開催（422チーム）
　　関東地域で大会を開催

2008年
　12月～2月　
　　第5回日本混合バレーボール選手権大会を開催（540チーム）
　　関東、東海、関西、九州4地域で大会を開催

　6月
　　第１回関東混合バレーボール選手権大会を開催（300チーム）
　　関東地域で大会を開催



  

ＪＭＶＡの歴史と実績

2009年
　12月～2月　
　　第6回日本混合バレーボール選手権大会を開催（600チーム）
　　第2回関東混合バレーボール選手権大会を開催（350チーム）
　　関東、北陸、北関東、東海、関西、中国、四国7地域で大会を開催

　8月
　　第3回関東混合バレーボール選手権大会を開催（400チーム）
　　関東地域で大会を開催

2010年
　12月～2月　
　　第7回日本混合バレーボール選手権大会を開催（673チーム）
　　第4回関東混合バレーボール選手権大会を開催（450チーム）
　　関東、東北、北陸、北関東、信越、東海、関西、中国、四国、九州10地域で大会を開催

　　「全国大会本戦」「全国選抜大会」「全国交流大会」を開催。
　　日々練習に励んでいるチームにより有意義な大会とすべく「チーム登録制」を導入。

　6月
　　第5回関東混合バレーボール選手権大会を開催（466チーム）
　　関東地域で大会を開催

　　★バックアタックのルールやリベロゼッケン着用の義務などのルール改正を行う。



  

ＪＭＶＡの歴史と実績

2011年
　10月～2月　
　　第8回日本混合バレーボール選手権大会を開催（810チーム）
　　第6回関東混合バレーボール選手権大会を開催（470チーム）
　　関東、東北、北陸、北関東、信越、東海、関西、中国、四国、九州10地域で大会を開催

　 規模が大きくなった為、「関東大会本戦」「関東選抜大会」「関東交流大会」を実施後、上位チーム
で「全国大会本戦」「全国選抜大会」「全国交流大会」を開催。

　★JMVAの新ルールを盛り込んだJMVAルールブック第2版を発行。
　★JMVAと（株）ミカサと共同開発の混合バレーボールMVB001導入。
　　 ラリーの向上性、怪我防止を考慮した世界初オリジナルボールである。



  

全国大会参加チームの推移

JＭＶＡ大会　チーム参加数の推移

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

20
03

年
6月

20
03

年
11
月
～
12
月

20
04

年
5月
～
6月

20
04

年
12
月
～
1月

20
05

年
5月
～
6月

20
05

年
12
月
～
1月
(第
1回

大
会
)

20
06

年
5月
～
6月
(第
2回

大
会
)

20
06

年
12
月
～
1月
(第
3回

大
会
)

20
07

年
6月
(第
4回

大
会
)

20
08

年
2月
(第
5回

大
会
)

20
09

年
2月
(第
6回

大
会
)

20
10

年
2月
(第
7回

大
会
)

20
11

年
2月
(第
8回

大
会
)

チ
ー

ム
数

JMVA大会実施数：51大会
第4関東大会：39大会
地方予選大会：9大会
全国大会：3大会
競技参加者
延べ約1万人超え
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参加者データ



  

主催・後援・協力企業

 主管
 NPO法人日本混合バレーボール協会（JMVA）
 主催
 NPO法人日本混合バレーボール協会（JMVA）
 共催
 NPO法人magnamcup　
 後援
 神奈川県、埼玉県、神奈川県教育委員会、埼玉県教育委員会、横浜市
市民活力推進局、葛飾区教育委員会　（順不同）

 協力企業
株式会社モルテン、株式会社MANY ABILITIES、株式会社
Keepup、株式会社キャリアスポーツ、株式会社バレーボールファクト
リーズ
（順不同)

※第4回関東混合バレーボール選手権大会時



  

メディア掲載履歴
◆月刊バレーボール

◆朝日新聞 ◆大森まちづくりカフェ　ちいきのちから◆YARUJAN OTA ◆八丈島新聞

2005/6/15 2006/3/15 2006/7/15

2006/7/15

2007/3/15 2008/3/15

2008/1/18 2008/3 2010/7/30



  

ＪＭＶＡの今後の目標

ＪＭＶＡの強み

参加チーム数の伸び率
第三者に左右されない独立した健全NPO

全国大会開催のノウハウ
WEBのみでの大会手続きノウハウ

大会運営ノウハウ
混合バレーボールのパイオニア

JMVAの強み

ネットワーク構成事業

参加者、大会運営者、企業、
行政4者で連携間のネット
ワークの構築を目指していま
す。活動の価値を高めると共
にホームページの価値を高
め21世紀型の新しいNPO
活動を模索しています。

交流事業

参加、参集、参画の精神にて、全
国各地域で大会を開催し混合バ
レーの素晴らしさを知ってもらい、
全国11地域で地方協会の設立を
目指します。多様化するニーズを

見極め常に参加者の立場に立った
活動をするため地域の方々との交

流会を実施しています。

人材養成事業

若者（20代～40代）を活動の中核
にし、自由発想の基、社会的ニー
ズを実践的に教育していくシステム
を採用。若者、失業者、フリーター
に関わらず意欲ある活動場所の提
供を行う事により個々に目標を見

出せる環境作りを目指しています。

国際競技大会化

目指せオリンピック！！
2020年の国際化に向
けて活動。アジア進出。
常にスポーツの振興、
国際親善を念頭に入れ

た活動を展開！！
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